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株式会社アークス  育成ツールの高度化 

 
会社概要 

アークスは、北海道を

中心にグループ各社を

合わせ 200 店舗以上を 

展開する従業員 15,000 名（正社員 3,000 名）の

食品の取り扱いを中心とするスーパーマーケッ

トです。 

 
取り組みのきっかけ・現状 

アークスでは、職業能力評価シートをベースに

自社版の人材育成活用ツール（以下、育成ツール 

別添参照）を作成し、これの定着化を検討してい

ました。 
定着にあたって、「育成ツール」と「人事評価

表」が、それぞれ人材育成と評価を目的にしなが

ら、「育成ツール」のチェック結果が人事評価表

にも一定程度連動することが理解されず、両者は

全く異なるものだと従業員に認識されてしまい、

それぞれの目的にあった運用がなされない事態

は避けたいと考えていました。 
また、「育成ツール」のチェックの目線にバラ

つきがあると、レベル感を揃えた育成が難しくな

るため、チェック基準の明確化が必要との課題認

識もありました。 
 
具体的な取り組みと活用ツール 

そこで、複数のモデル店舗を選び、実際に人材

育成ツールを試行導入し、使用した感想を踏まえ、

定着化のために何をなすべきかを検討すること

としました。 
試行導入にあたっては、これを円滑に進めるた 

め、モデル店舗の対象者（部門チーフおよび上司

にあたる店長）に向けて説明会を開催しました。

また事務局では、育成ツールを使用する際、現行

の【評価の基準】では従業員が○△×の区別を判

断し辛いのでは？と想定し、事前に「チェックガ

イドライン」を作成しその中で参考基準を示し試

行導入時に併せて配布しました。 
試行導入は 1 ヶ月程度かけて行われ、モデル

店舗では、各部門チーフの人材育成ツールをチー

フ自身、また上司である店長がそれぞれチェック

しました。 
参考基準例

【業務の質による基準】

◯ 定型業務を一人で遂行でき、かつ臨時

対応の判断が適確

△ 定型的な業務を一人で遂行

× 定型業務であっても周囲の協力が必要

【周囲との関係による基準】

◯ 人に教えらえる

△ 周囲の助力がなくても一通りの業務を

一人で遂行できる

× 常に周囲の指示・指導が必要  
 
取り組み結果 

試行導入後、チーフへのアンケート、店長へイ

ンタビューを行い、育成ツールを使ってみての感

想、【評価の基準】に基づき○△×をスムーズに

つけられたか？、チェックの際「チェックガイド

ライン」の参考基準を活用したか？など、ツール

の使い勝手を確認し、本格導入に向けた課題を確

認しました。 
 アンケートからは、各自が「育成ツール」のチ

ェックに要した時間は、10～15 分程度、また設

定された項目はチーフの日常業務をチェックす

るに充分な項目である、またチーフと店長のチェ

ック結果の違いをコメント欄に記入出来たため、

両者の認識の違いが共有出来たとの意見が寄せ

られました。 
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 インタビューでは、以前の仕組では、各項目ン

について明確な基準がなかったが、今回のツール

は基準が具体化されているので、部下へのフィー

ドバックもしやすいとの感想が確認できました。 
 一方で、「育成ツール」で使用されている用語

に対して、従業員によって理解のバラつきがある

などの課題も明らかになりました。 
 
今後の課題と方向性 

今後は、明らかとなった課題に基づき、「育成

ツール」が従業員にスムーズに定着するよう、ツ

ール活用時の留意点などをまとめた「チェックガ

イドライン」の修正版を作成し本格導入に向けて

従業員へ周知を図っていきます。 
また、店長等の現場のマネジメントに対しては、

「チェックガイドライン」を評価者研修などの場

で実際に使用してもらう機会を設けて、「育成ツ

ール」定着に向けて取り組みを進めていきます。 

1. 本ガイドラインの目的
2. 「育成ツール」のチェック方法について

①チェックの手順
②チェックの評価段階と基準
③チェック時の留意点

3. 「育成ツール」チェックのタイミング
4. 「育成ツール」の活用

チェックガイドラインの目次 イメージ
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（別添）人材育成活用ツール 

 


